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現在、我が国では、産業競争力強化に向けて、革新的技術を核としたイノ

ベーションを生み出すべく、ロボットやＩｏＴ等の新しい技術の活用による

様々な試みが進められていますが、その動きをより強固なものにするには、

長年培ってきた多種多様な技術革新の芽を大きく育てる仕組み、即ち具体的

な戦略づくりが必要であります。 

一般財団法人機械システム振興協会（以下、「協会」という。）では、平成

26 年度から調査開発事業の中核として「イノベーション戦略策定事業」を、

外部組織の皆様とともに始め、２年目を迎えました。 

本事業の目的は、機械システムによる新たな社会変革を目指す革新的•先

進的技術を基にした戦略づくり、きっかけづくりであります。このため関連

する複数の分野の関係者が一堂に会して議論を行い、現状の問題点や課題を

検討・整理し、実現すべきシステムの姿及びその実現方策・道筋等を策定す

るものです。 

 「回路基板設計製造の高度化に関する戦略策定」は、上記事業の一環とし

て、電子回路の設計に用いる標準データライブラリの構築を目指して、一般

社団法人日本電子回路工業会に委託して実施し、多様な分野の関係者ととも

に協会も参加して議論・検討を行いました。また、協会に「機械システム開

発委員会」（委員長：東京大学理事・副学長 大学院新領域創成科学研究科 

教授 大和 裕幸 氏）を設置し、そのご指導・ご助言を受けました。 

この成果が、機械システムによる新たな社会変革の進展に寄与するきっか

けとなれば幸いです。 
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はじめに 

 
 

我が国の電気電子産業は、かつて、AV 機器を中心に「電子立国」と称されるまでに

世界市場を凌駕する勢いにありましたが、1990 年代初頭をピークに市場規模が年々縮

小の一途となり、メイドインジャパン、あるいは日系のブランド力も徐々に失われつつ

あるなど、世界市場における競争力が危ぶまれています。 
こうした市場競争力低迷の要因に、1990 年代中頃からの事業再構築（リストラ）や

海外への生産拠点移転、人材や技術流出が挙げられることが多々見受けられます。確か

に市場競争力を失う要因であると考えられますが、このことは最大の要因というより、

きっかけに過ぎないと考えられます。 
では、最大の要因とは何か。一般社団法人日本電子回路工業会の設計委員会では、電

子回路設計の事業環境から考察した結果、「ものづくりの仕組みが変わった」と捉えま

した。時代を振り返りますと、電子機器に組み込まれる電子回路は、その製造事業者の

多くが 1960 年頃に設立され、当時は電子機器メーカ指導の下に電子回路を製造し、不

良解析、時には新規開発も電子機器メーカとともに課題を乗り越えていました。つまり、

電子機器メーカを頂点として、製品仕様開発、電子回路設計、製造、各プロセスの全て

が有機的に統合され、完成品の品質信頼性は非常に高いものがありました。現状は残念

ながら、そうした事業環境にある電子機器メーカは非常に少なくなっています。 
このような状況下に「ものづくりの仕組み」を考察するにあたっては、近未来的な志

向で有機的な統合を図り、日本で発信すべき事業分野や製品を検証し、日本国内に擁す

る競争力を更に育成強化すべき内容などを総合的に勘案し、調査結果を踏まえ、本事業

に取り組むことになりました。 
本報告書は、高速信号インターフェース規格の一つである DDR4（メモリ規格）を取

り上げ、設計ライブラリとしてまとめたものです。基本情報は、Xilinx 社のご厚意によ

るものです。その情報を基にシミュレーション解析を行い実証実験した成果をまとめま

したので、電子回路設計技術者にとりまして有益な資料になれば幸いです。 
ひきつづき、現物の電子回路による実証検証を経て、有機的な統合による電子回路製

造ができるよう努力し、本事業を礎として「ものづくりの仕組み」に一石を投じられる

ことを願っています。 
最後に、このたびの「回路基板設計製造の高度化に関する戦略策定」として委託頂い

た一般財団法人機械システム振興協会のご理解ご協力と本事業推進にあたり資料提供

頂いた Xilinx 社に感謝の意を表します。 
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一般社団法人 日本電子回路工業会 
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